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A 108 すんきに閲する研宛（峯7報）

ギミおよびヤマフ守ウ●暑実だ参加しｱこずんむ勣こっいて
共立ヤ子短大　゜板橘稚子ヽ鳥村範手

食　物　55

　目的　長野県木曽地方のすんきは，前年にまけT乾燥保存しておいたすんきを逢種い

て席料に加えてｔするほおに，バラ科のでミの果実またはグドヅ科のヤマフヅウの早矢を
添加レT漬ける場合,もある。殯者尊はこれい果実を和ロレたtんきを実験叟て噴込七

原料および漬込み,条什をつr-レリ吃璋すんさ（遺種）を添おレた場かの製品い哺浙討

した。

　方法　原料葉東は木曽郡王滝柿i.≪エ滝蕪の峯邨を用（遭種およびズミヒヤマアドヽﾝ

の果実左木曽の現地ヵヽら取り寄せT用いた。遺込方淘よ原料草某I k声対レで遺種に2‰

ズミおJ: びヤマフヅツの果実は300μ加（　こ沁こ2侍重量のま石をし，Sじでdo日閔漬

けtこ。な札ズミは丸のままと砕いかも馬ヤマアドウは丸のままと絞り才について行な

っいふ製品について粗たんばくt, 地味アミノ鴎乖アミノ威の剋iiをすると知孔官

能衝査訓于なっ削また，漬込期関剰遺汁り㈲経時変化と測史しに

　麟果　裂品の凍結乾燥物中の粗たんぱ（質の相対的含有卒,よ漢稜瓦ズミ丸-■f-ｽﾞﾐ砕

秀丸原料の凍結乾燥物のそれより大きな値を示レ，ズミ漬は両者共に漬種より大である。

　これは漬処順こよりたんIJ'<質以外の成分（糖質など) の消れお大でヽヽあることを示す。

他肌ヤマアドウまのそれは原井より小さな値左示し，仁んばく質の消化昿

を示痩する。遊離アミノ酸粧量はズミ丸漬は他よりも比較的ケない燃ハレクミソ波音痢

量’μ最多rあ割官能検査でa>抒価も最為Zあっr-. 漬丿悩刈は漬込当初はヤマブドウは

低く，清種およびズミμやや高い八30 a後μいずれも印～4:2になることが知uれrこ。
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　　　　各種，すんき蹟｀製品め一般成公について

　　　　共立才子蜂大板薗雅:子　゜高村範子

　目的長野県木曽地方特有のすんき以前午1こ漬けrこ聖節･･･乾煉物（乳酸ii争乙）左僕

種kレTエ億蕪の葉節に斎やi フか九乾煉倖存し，午閃£通じ７保存食kレて渋食レで

いる. 演矛等は, 乳酸菌源Ｌして潰種の他にアレンヨ-ダルトヂピヅク･レスターノ-を添

加けこ順品や札酸そのいﾌ）を奈加レた製応り可種類^､試作した。今町それい）裂品。一

致成分脊狩り祐い，蚕種の乳酸前源を使用しrこすんさ潰製品刈呆存食ヒレでの偉値を喪

討しに

　方識王造軋ミズナおよびギシギンを原料としう慟亀アレンヨ一ダルヒヒらパレ

スタ- クーおよび乳酸でヽヽ逢けrこ湊梨西につぃ乙　それぞれ水娠r-んぱく質，脂質, 凍耽

化物および仄釧こ関して，曰本食品工業'f会編食品分付知こ基づいて分折レ，水分以外の

或泰について禰対的含々串を箪出し，コッＥ口づﾚｋしての原料葉東の？れらと比軟した。

　程果　王竜蕪左原料としrこ場合は，ふ種添加物処理智品打こんぱく質の相対含有半亀

す
消
ヨ

べて原料叶り)それよ']大きい値t示す。こ・･事欠μ乳酸発酔にょり主とレて泉水化㈲バ

札されるためと思､われる。狩に添如物がアレンヨーグルトO, 場ふヵ畷蒼弓之。ことは

ーハレト自身カリこんぱく質k合む印すて淳も　り考ヽ心牝酸葡・塾峰能が大Tヽあるため

と矛えられる。原料バ野草..ミズナおよびギy で／では, 漬慄添加処理O) 場合ヽ，生伴組繊

が昧弱なミズナr l丿求んぱくすら

::り慟られた。救療として生林組織り出軟的殲い葉拿ぱすんさとレて徐存食化で,ざるこ

とが知られし


